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論文の概要及び判定理由 
本論文は、ダイヤモンド中の発光中心である窒素空孔欠陥(NVセンター)の集積化技術開
発に関連する成果についてまとめたものである。NV センターは室温で動作する量子ビッ
トとして世界的に注目を集めているが、集積化に課題がある。2010年に 2つの NVセンタ
ーの電子スピン間で量子もつれが実証されて以降、２量子以上のさらなる集積化は達成さ
れていない。そこで本研究では、従来の集積化形成技術に代わる手法として、C5N4Hnイオ
ン注入法を開発した。本手法は、従来法と比べ、平均 9 nm 程度と極めて近い位置において
２つ以上の NVセンターを形成することが可能である。さらに C5N4Hnイオン注入法を用い
て形成した NV センターに対する光検出磁気共鳴（ODMR）測定の結果、従来手法では達
成することのできなかった、3 つの NV センター電子スピンで構成される量子レジスタの
形成に世界で初めて成功した。本成果は，室温で動作する量子情報処理技術を実現する上
で極めて有用な技術進展である。以上により，本論文は博士（理工学）の学位に値するも
のと判定した。 
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